みずほ情報総研株式会社
令和元年度社会福祉推進事業「生活困窮者自立支援制度における県域研修の普及・促進に向けた調査研究事業」
【相談】D．相談支援の展開（令和元年度生活困窮者自立支援制度人材養成研修資料） 

演習１
	相談開始当初の概要：
里美さん（１４歳、中学２年生）は、最近、遅刻や欠席が目立っています。入学した直後から、学習の遅れが目立ち、学校を休みがちになりました。最近では、生活リズムも崩れているようで、休み時間には人目をはばからず机に突っ伏して寝ていることもあります。
　里美さんの様子を心配した担任教諭が里美さんから話を聞きました。里美さんは、「学校が面白くない。高校に行きたいけど、何を勉強したらいいのかわからない。」、「家に帰っても一人ぼっちだから、誰かに誘われると遊びに行っちゃう。」と話しました。
　里美さんの担任は、母親と面接をしました。母親の恵子さん（４５歳）は、パートの昼休みの時間に中学校に駆けつけてきました。「娘の生活が乱れていて、最近は夜になると遊びに出かけて明け方まで帰ってこない日もある。」と話し、今の状況を大変心配していました。「夫の仕事がうまくいかなくなってから、生活が大変で３つのパートを抱え、余裕がない。」、「夫とけんかばかりしているので、娘は自宅にいたくないのだろう。」と話しました。
　担任は、恵子さんに自立相談支援機関を紹介し、「お母さん一人で抱え込まないで、相談してみたらどうか。」と提案したところ、恵子さんは「そんなところがあるとは知らなかった。相談できるならお願いしたい。」と話しました。担任は、再度、学校で面接を行うこと、その際には自立相談支援機関の担当者も同席して恵子さんが直接相談できるように調整しておくことを母親と約束しました。
　学校からの連絡を受けて、自立相談支援機関の相談支援員が学校に出向き、母親と面接をすることになりました。


１．面接に際し、自立相談支援機関の相談支援員が機関について説明し、恵子さんから改めて相談申し込みと関係機関と情報を共有することについて同意を受けた後、恵子さんからの聞き取りを進めました。
この初回面接では何を目的としますか？
	


演習２－１
	初回面接の内容：
１　担　任：田中さん（相談支援員）、今日は来てもらってありがとうございます。こちらがお電話で少しお話をした山田さんです。

２　支援員：はじめまして。自立相談支援センターの田中です。

３　相談者：よろしくお願いします。山田です。今日はわざわざ来てもらってすみません。

４　支援員：いえいえ、とんでもありません。どうぞよろしくお願いします。

５　担　任：それで早速なんですけれども、山田さんの娘さんが、最近、学校の遅刻が増えてきて、心配してご家庭に連絡をしたら、お母さんがそのことをご存知なかったんですね。お話を伺ったら、ご家庭がいろいろ大変ということで。一番はお父さんが働いていらっしゃらないということなんですけれども。それを何とかしなきゃということですね。

６　相談者：そうなんです。夫が働いてなくて、生活がきびしくて。

７　支援員：そうですか。大変な状況でいらっしゃるんですね。私たちも一緒に考えていきたいと思いますので、お話をきかせてください。

８　相談者：ありがとうございます。

９　担　任：それから山田さん。Ｂ小学校に通っている将太くんのことですが、発達の心配がおありになるなら、ぜひ一度、担任の先生とお話しされるのがよいと思いますよ。学校を通じて教育委員会の相談につなぐ仕組みがありますからね。そうしてください。

10　相談者：そうなんですね。わかりました、ありがとうございます。

11　担　任：ご一緒する予定だったのですが、緊急の会議が入ってしまいまして。申し訳ないのですが、田中さん、あとはお願いします。

12　支援員：それでは後日また報告させていただきます。

（担任退室）

12　支援員：では、山田さん、よろしくお願いします。

13　相談者：はい。

14　支援員：お父さんが働いていないということなんですけれども、もうちょっと詳しく聞かせてもらえますか。

15　相談者：はい、今夫が働いていなくて、私がパートを３つ掛け持ちしていて。それで忙しくて、家にあまりいないもんですから。下の子どもは小さい頃からよく娘が面倒を見てくれていたのですが、最近、きょうだいのケンカがひどくなってきて、私が娘を注意したら「いつもそうやってお母さんは将太のことばかりで」って言い返されて、それから口をきいてくれないんです。でも学校をそんなに遅刻してるなんて私も知らなくて…ちょっとショックで…。学校にも迷惑をおかけしてしまって、それでなんというか、呼び出されてしまってですね…。何とかしたいなとは思っているんですけど、私も忙しくて、なかなか子どもたちと顔を合わせる時間がなくて。

16　支援員：なるほど、そうですか。大変ですね。えーと、お父さんはいつから働いていないんですか。

17　相談者：１年ぐらい前からです。それまで夫は飲食店をやってたんですけど、それがつぶれてしまって。

18　支援員：なるほど、飲食店ってどんな？

19　相談者：ラーメン屋です。

20　支援員：つぶれたっていうのは経営がきびしくなって？

21　相談者：そうですねぇ。２年ぐらい前に、うちの斜め前のレストランが廃業しまして。で、そのあと、その空いたところにチェーンのラーメン屋さんが入ってきちゃったんですね。そちらは安いもんですから、けっこうお客さんをとられてしまって…。

22　支援員：なるほど、それで経営が悪化したということなんですね。

23　相談者：うん、そうです…。

24　支援員：その後、お父さんは就職活動をしたりとか、そういったご様子は？

25　相談者：うーん、店がつぶれて、その店をたたんですぐのころは、ハローワークに行ってたみたいです。ただ、何度かいったようなんですけど、そのまま行かなくなってしまって。

26　支援員：お父さんは、就職のこと何か話していましたか。

27　相談者：うーん、何も。ただ帰ってくると、落ち込んでいるようには思いましたね。夫はずっとラーメン屋できて、他の仕事って言われても難しいと思うんですよね。

28　支援員：ラーメン屋以外のお仕事をされたことはないんですか。

29　相談者：はい。もともとは夫の両親がやってたお店で、それを手伝ってたんですね。両親が高齢ということで、それで夫のほうがあの店を継いだんですけれども。

30　支援員：なるほど。他にアルバイトでも何か仕事をしたりとかというのはないですか。

31　相談者：うーん、友人の店をたまに手伝いに行ってるみたいですね。

32　支援員：そちらに雇ってもらうという話にはならないんですか。

33　相談者：うーん、聞いたことないですねぇ。同じ商店街のお店なんですけど、個人店は今どこもきびしいんで。一人雇う余裕があるかなぁ。難しいんじゃないでしょうかね。

34　支援員：そうですか。でもお母さんも仕事だけじゃなくて、家事や育児もあって大変だし、お父さんに働いてもらわないと困りますよね。

35　相談者：そうなんですよねぇ。どうしたもんか、私もちょっとつらくて。

36　支援員：私たちもぜひ、お父さんにお会いし、仕事のことを聞いてみて、説得してみますよ。これまでラーメン屋をやっていた実績を活かして働けるところを探してみたり、場合によっては違う分野に職業訓練を受けて転職する方法もありますから、何とか考えていきましょう。

37　相談者：ありがとうございます。子どもたちもまだまだお金がかかりますので、心配です。

38　支援員：そうですよね。お父さんが働くようになれば家計も楽になりますよね。ところでお父さんはラーメン屋をやっていたころ、どんな様子だったんですか。

39　相談者：そうですねえ、常連さんにかわいがられてましたね。両親の代からのお客さんも多くて、子どものころから夫のことを知っている人が多かったんで。正直ちょっと頼りない二代目でしたけれども、応援してやろうという年配の方が多くいらしてました。なんて言うか、成績はあんまりよくないタイプですけど、人懐っこいところがあって、明るい性格なので、ずっとかわいがられてましたねぇ。

40　支援員：なるほど、そうですか。お父さんの長所ですね。

41　相談者：そうですねぇ。こうなる前は娘も明るくて、家の中が賑やかだったんですよね。下の子とはよくキャッチボールをしてました。なんでこうなっちゃったかなあって。なんかもう、夫はあまり家にいないし、家族とも顔を合わせようとしなくて、最近はパチンコばっかりなんです。私も家にいないんで、夫が何を考えているのかわからないんです。

42　支援員：そうですか。それじゃあ、お父さんとは最近はあまりお話とかはされてないんですか。

43　相談者：うーん、そうですねぇ。

44　支援員：仕事のこととか、就職活動のこともまったく？

45　相談者：うーん、私が帰るといないか、寝てるかのどっちかなんで。聞いてないですね、何も。

46　支援員：なるほど、では今日こうして学校に呼ばれていることも知らない？

47　相談者：えーと、それは家を出るときに一応声はかけましたけど...。聞いているんだか、いないのか...。先月は、下の子のことで学校に呼び出されて、その時も夫とも話し合いたかったのですが、うわの空で。あまりしつこく言うとケンカになりますから。

48　支援員：そうですか。下のお子さんのことでも学校に呼び出されたんですね…。家族だけだと感情的になってしまうこともありますからね。仕事の話も、お父さんと直接会ってお話ししたいですし、第３者がいっしょだと冷静に話ができると思うんですよ。どうでしょう、近いうちに３人でお会いするというのは。

49　相談者：ありがとうございます。でも時間がとれるかどうか。夫と話す時間もそうですけど私が忙しくて、帰るのもいつも遅いもので、パートを３つ掛け持っている状態ですから。そうしないと生活するのもやっとで、ほんとに余裕がないんです。

50　支援者：お忙しくされているんですね。平日のお休みはなかなか取りづらいですか。

51　相談者：そうですねぇ。子どもたちのことだって、迷惑かけてるのはわかってるんですけど、でもほんとに時間が取れないんです。今日だって、夕方からの仕事をなんとか替わってもらって...。

52　支援者：そうですか。でもお母さんが無理して倒れてしまっては、元も子もないですよ。

53　相談者：無理しないわけにもいかないじゃないですか。支払わなきゃいけないお金なんかもあるので休むわけにもいかなくて...。最近はイライラしてつい夫や子どもたちにあたってしまうんです。先日もケンカしている子どもたちを怒鳴ってしまって...。やっちゃったなって...。それで結局後で反省するんですけど。疲れてるんですね、きっと。

54　支援者：それではなおのこと、早めにお父さんに働いてもらいたいですよね。日中が厳しいようなら、お仕事が終わった後でも良いので、訪問させてください。今日、お話したことをお父さんにお伝えいただけますか。仕事探しのお手伝いができると思うので、是非お会いしたいと。

55　相談者：うーん、わかりました。なんとか話してみたいと思います。

56　支援者：お母さんのお仕事の都合もあると思うので、調整できたら、名刺の、この番号に電話をもらえますか。

57　相談者：田中さんあてに電話をすればいいんですね。

58　支援者：はい、お待ちしています。

59　相談者：今日はありがとうございました。後日、連絡いたします。失礼いたします。

60　支援者：はい、お気をつけて。


１．この面接をどのように評価しますか？
	


２．このあと、まず何から始めますか？
	


演習２－２
１．自立相談支援の働きかけの経過（６～７月）
	月　日
	働きかけの経過

	6月20日
	学校で支援員が恵子さんと面談。相談申込を受け付ける。

	6月21日
	学校に電話、前日の面談の状況を報告。学校から追加で情報の提供を受ける。今後とも連携していくことを確認する。

	6月23日
	恵子さんからセンターに電話。翌日、パートが早く終わるので、夕方に自宅に来てほしいとのこと。訪問を約束する。

	6月24日
	支援員の田中に加えて女性支援員の中山も一緒に自宅を訪問。恵子さんが出迎える。夫は「会うのは嫌だ」と言っているとのこと。玄関先で恵子さんと話をしていたところ、長女の里美さんが帰宅。「ただいま」と言って支援員には会釈をし、そのまま横を向きながら恵子さんと支援員が話すのを聞いている。中山が、「里美さんもお母さんを手伝って大変ね」と声をかけると、少しうなずく。
田中が玄関先の郵便の山を指さし「請求書ですか？」とたずねると、恵子さんが「そうなんです。もう見るのも怖くて」と話す。田中支援員が「今度、一緒に内容を確認したいので、それらしいものを集めておいていただけますか？」と促し、翌週の同じ時間の再訪を約束する。

	7月1日
	同じ時間に田中・中山が訪問。恵子さんが出迎え、さっそく何枚かの請求書を見せる。開封して自分で確認してみた様子。「とても返せる額じゃありません」と訴える。田中が、「債務は弁護士に相談して契約すれば、直接の請求は来なくなります。どうするかは相談しながら決めればよいので、まずは動いてみませんか？」と伝えると、恵子さんは「夫の借金ですから夫が一緒じゃないと話にならないですよね。夫と話してみます」と返答。恵子さんからの連絡を待つこととする。

	7月5日
	恵子さんからセンターに電話。「借金のことも相談にのってくれるみたいよと夫に言ったら、『そうなんだ』って。少しその気になってるみたいなんです」と話す。
恵子さんからはさらに、「市役所から税金のことも言われてるんですが、それもどうしたらよいかわからなくて…」と話しが出る。田中が「そのことも心配していました。今後、家計のことをを一緒に考えていきましょう」と提案する。
再度の訪問を約束して電話を切る。

	7月7日
	恵子さんから「長男の学校で先生と話しをすることになったので、明日の約束を延期してもらえますか？」と電話。了承する。

	7月9日
	恵子さんから電話。「学校と話したんですけど、まずはお母さんがもう少し子どもの生活をちゃんと見てくださいと言われて、何も言えずに帰ってきました。ごめんなさい、こんなことまで相談しちゃって」と少し混乱した様子。
中山が、「よろしければ、私たちも一緒に学校とお話をしてみます。センターのことを学校に伝えていただけませんか？」と話すと、「ぜひお願いします」と答える。

	7月12日
	恵子さんから電話。「長男の小学校にセンターに相談していることを話しました。連絡があることを伝えましたので、○○先生に連絡してください」とのこと。小学校と連絡を取り合うことを約束する。

	7月15日
	再度の訪問。夫は不在で、恵子さんに居間に通される。改めて家族のことや家計のことなどを聞き取り。今後のすすめ方について話し合う。


２．現時点で把握された状況についての要約
（１）聞き取ったこと
１）夫の達夫さん（４６歳）について

· １年前まで飲食店を経営していたが、不況のあおりを受けて廃業に追い込まれた。現在は、気が向いたときだけ友人の飲食店を手伝っており、ほぼ毎日パチンコに通っている。

· 妻からは、パチンコばかりに通い、やる気のない態度を改めるよう注意されているが、妻の忠告を聞く気には一向になれず、家では口論が絶えない。

· ラーメン屋を廃業したことに傷ついて心を閉ざしてしまい、支援員に会おうとしない。妻によれば、本当は働きたい気持ちをもっているが、自信を失って今は就職活動をすることも考えられずにいるのではないかと思われる。

· ラーメン屋の資金繰りのためにカードローンや消費者金融から借入をしており、妻が請求書等で確認した範囲では、負債は約３００万円にのぼっている。支払いが滞り気味で、催告の通知や取り立てが来ている。それに加えて、数年分の住民税と国保税の滞納があわせて１２０万円ほどになっている。妻と一緒に窓口に相談に行ったが、とても払いきれない分納の金額を示され、口論になってしまった。
２）妻の恵子さん（４５歳）について

· １年前までは専業主婦だったが、夫が仕事を失って以来、家計を支える役割を担うために、パートを掛け持ちするようになった。現在、パン屋での販売（９時～１７時・月収１３万円・社会保険なし）、喫茶店の手伝い（月収５万円）、スナックの手伝い（月収３～４万円）の３つの仕事をしている。できれば１か所で安定した仕事に就き、子どものために残業せずに帰宅したいと考えている。

· 収入は少なく、生活はいつも苦しい状況にある。住民税や健康保険料、水光熱費、学校の給食費等の滞納があるが、全体を把握できていなかった。携帯電話も時々支払いが滞って不通になることがある。

· 以前は、ふさぎ込む夫の姿を見て不憫に思い、夫が立ち直るまで自分が頑張ろうと思っていたが、今は、いつまでも変わろうとしない夫の姿にいらだちを感じるようになった。

· 知らない間に長女の遅刻が増えていたことにショックを受け、また弟のことでも負担をかけていることに心を痛めているが、長女が反発してきちんと話ができていない。

· 長男について多動でルールが身につかないことなど、長女の成長時には経験しなかったような苦労があり、障害があるかもしれないと感じている。

· 今の状況を何とかしたいが、仕事に追われ時間が取れず、疲れが高じてイライラして夫や長女にあたることも多い。

· 学校と自立相談支援機関に協力してほしいと思っている。
３）長女の里美さん（１４歳・中学２年生）について

· もともとは明るい性格で友だちも多かったが、中学１年生の時に父親の店が倒産したことを同級生にからかわれてからは、学校に行っても一人で過ごすことが多くなった。母親には、「友だちにからかわれたことは気にしていない。でも、無精ひげを生やしてイライラしているお父さんをみると、仕事が大変なのにお店の休みの日には必ず遊んでくれたお父さんがそんなふうになってしまうなんてつらくて、お父さんにどう接したらよいかわからない」と話している。

· 母親は長女について、小さい頃から勉強が好きで、言われなくても宿題をやっていたことを覚えている。家で落ち着いて勉強できず、だんだん授業にもついていけなくなってやる気も失ったのではないかと思っている。また、両親の口論が絶えなくて家の雰囲気が悪く、家にいたくないのではないかと察している。

· 3才年下の弟をとてもかわいがっている。母親がパートで忙しくなってからは、冷蔵庫にあるおかずを夕飯の時に弟の分も一緒に温めて用意したり、お風呂の準備をしたり、宿題を手伝ったり、母親の代わりに弟の世話をしてくれていた。しかし最近は、イライラして弟とケンカをすることが増え、母親がケンカの理由も聞かずに「お姉ちゃんなんだから、あなたが先に謝りなさい」と言ったことに腹を立て、「お母さんはいつもそうやって将太をかばう！」と怒鳴り、それ以来、母親に反抗して口をきいていない。

· 以前、母親には、「授業についていけない」「友だちがいない」と話していた。

４）長男の将太さん（１１歳・小学５年生）について

· 小さい頃から多動で、家族で外出した時など迷子になることが何回かあった。しかし迷子になってもニコニコしていて、迎えに行った親はよく拍子抜けをした。

· 保育園に預けていた時に、保育士が制止しても遊びに夢中になって止められなかったり、他の子を叩くなどあり、すすめられて小児科を受診した。その時には、「もう少し様子を見ましょう。よほど心配なことがあればまた来てください」と言われ、結局、そのままになってしまった。

· 小学校に入ってよい先生に恵まれ、落ち着いて学校に通っていたが、成績は悪かった。野球が好きでよく友だちとキャッチボールをしていたが、試合になると入れてもらえず、最近は一人で壁に向かってボールを投げていることが多い。

· 学校で、友だちのサインペンを借りてそのまま返さず、自分の筆箱にしまっていたのを友だちが見つけて、揉め事になった。先生から「これは○○くんのものでしょう？」と聞かれたところ、「使っていいって言われたから。明日も明後日も、使うから借りておきたいんだ」と答えたという。

· 姉のことが大好きで、いつも同じことをしようとする。大人になってきた姉が少し弟をうっとおしく感じるようになり、ケンカが増えてきた。
（２）相談支援員が観察したこと、感じたこと
· 恵子さんはかなり疲れている印象を受ける。面接のなかで遠くを見たり涙ぐんだりする様子があり、相談支援員が話しかけると我に返って返答する場面もあった。夫や長女の状況を心配してはいても現実の生活に追われて、課題解決に動く余裕がないのではないか。

· 長女は父親の様子に心を痛めている。休日には必ず子どもたちと遊んでいたというエピソードから、父親は子どもたちをとてもかわいがっていた様子がうかがわれ、以前の家族関係は良好だったと考えられる。

· 訪問した際、夫が拒んだので妻や長女と玄関で話をするにとどまった。玄関は靴が散乱し、入り口に古新聞やチラシが積み上げられていたり、郵便がそのままにされていたりと雑然としていて、家事がおろそかになっている様子がうかがえた。
（３）学校から収集した情報
①中学校から

里美さんは入学した当初は、明るくて成績もよかったが、その後、印象が変わっていった。意欲の低下は明らかで、家庭のことが影響しているのではないかと心配している。母親は学校から連絡すると必ず返事をくれる。給食費用や修学旅行の積立の支払いは時々遅れることがある。父親は学校行事に参加したことはない。

②小学校から

将太さんは以前はクラスの人気者で、学校も個性として見守ってきた。高学年になって学習の遅れが顕著になり、友だちとのトラブルもあって家庭と話し合う必要性を感じている。家庭もいろいろ問題を抱えて大変なのかもしれないが、将太さんが疎外感を感じていると思われたので、母親にまずは子どもと一度向き合ってほしいと思っている。

[image: image2.emf]■相談経路・相談歴

サブ区分

フラグ



関連する

ＩＤ



過去の相談者

ID

（一番古いID）



　　インテーク・アセスメントシート（個人ワーク用）

受付機関 ■自立相談　　□家計改善　　□町村の一次相談窓口

ID



氏名 山田　恵子

最終

更新日

西暦2020年×月×日

主担当者



備考



当初

相談経路



来談者 面談の場所・方法

□本人　　□家族・知人　　■関係者

□直接来所　□電話・メール　□自宅　　■関係先

□一時保護施設

□地域若者サポートステーション □警察

相談の

きっかけ

□自立相談支援機関がアウトリーチ　　

■紹介（機関名：　Ａ中学 生活指導教諭○○先生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

）

□国、自治体、自立相談支援機関等の周知（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・広報・チラシ等）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

これまでの相談歴がある機関 (本人や家族に過去にどこかの機関への相談経験があるかを確認)

医

療

□医療機関 □社会保険労務士

　（□医療機関の内、無料低額診療実施機関） □家計改善支援機関

□行政の保健担当部署 □食糧支援関係団体（フードバンク等）

□就労支援法人・団体（就労訓練事業を含む） □更生保護施設・自立準備ホーム

□一般企業 □地域生活定着支援センター

□各種協同組合（生協等）

生

活

・

金

銭

□行政の税担当部署

□農業者・農業団体 □行政の保険・年金担当部署（年金事務所含む）

□法テラス・弁護士・司法書士

就

労

□ハローワーク

保

護

□福祉事務所（生活保護担当部署）

□職業訓練機関 □ホームレス支援機関

□就労準備支援機関

■小・中・高（特別支援含む）学校 □ひきこもり支援機関

□その他障害者支援機関・施設

□消費生活センター・消費生活相談窓口・多重債務者等相談窓口

高

齢

□行政の高齢担当部署

住

居

□行政の住宅施策担当部局（居住支援協議会）

□地域包括支援センター □居住支援法人

□居宅介護支援事業所・その他介護事業所 □不動産・保証関係会社

障

害

□行政の障害担当部署 □小口貸付（生活福祉資金除く）

□基幹相談支援センター □社会福祉協議会（生活福祉資金）

□精神保健福祉センター □社会福祉協議会（日常生活自立支援事業）

□障害者就業・生活支援センター □成年後見人制度の支援機関

□障害者就労支援事業所

□大学等（高等専門学校、専修学校、各種学校含む）

□ＮＰＯ・ボランティア団体

子

ど

も

・

人

権

□行政の子ども家庭担当部署

そ

の

他

□他地域の生活困窮者自立相談支援機関

□教育委員会 □民生委員・児童委員

□保育所・幼稚園・子ども園 □外国人支援団体・相談窓口


[image: image3.emf]■本人の主訴・状況（生活歴を含む）

□児童福祉施設 □保健所（動物・ペットの多頭飼育等）

□地域子育て支援センター

□社会福祉協議会（資金、日常生活自立支援以外）

□その他子育て支援機関 □その他行政の担当部署



□その他教育機関



□商店街・商工会等経済団体

□家庭児童相談室（福祉事務所） □町内会・自治会、福祉委員、近隣住民

□児童相談所・児童家庭支援センター □ライフライン民間事業者（電気・ガス・水道）

支援会議での検討の有無（注意：この欄のみ相談者への確認をするのではなく事業実施者で確認すること）

■なし　　　　　□あり　　（　対象となった直近の会議時期：西暦　　　年　　月　　日　（　累計：　　回目　）　）

生活困窮者自立支援制度の相談歴の有無

■なし　　　　　□あり　　（　□相談のみ　　　　　　□支援中断　　　　　　□支援終結　）

相談歴の概況／相談経緯 (誰が、どこに、どのような相談をしたか、その結果がどうであったかを記載)

　

長女の学校での様子を心配した担任が母と面談して家庭の状況を聞き取り。

担任が母に自立相談支援センターへの相談を促し、つながる。



□行政の人権担当部署 □家族・親族・その他キーパーソン

□男女共同参画センター □その他１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□婦人相談所・配偶者暴力相談支援センター □その他２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


[image: image4.emf]■本人の主訴・状況（続き）

（１）家族・地域関係・住まい

（２）健康・障害

（３）収入・公的給付・債務等

同居者 ■有（自分を含んで　　４　人）　　□無

別居の

家族

□有(　　　　　　　　　　　)　　　□無

婚姻

□未婚　■既婚　□離別　□死別

子ども

□無

□その他（　　　　　　　　　）

特記

事項



通院

状況

□通院している

通院先/

服薬・診

断・症状等



■通院していない/健康状態良い

□通院していない/健康状態悪い

■有（　　２　人　→扶養　　２　人）

家族の状

況（子ども

のことを

含む）

　

住居

■持家　　　　　 □借家　　

地域との

関係

実家を継いでそのまま居住しているので、近

隣との付き合いは長い。

□賃貸アパート・マンション　　

□公営住宅　　□会社の寮・借り上げ住宅

□野宿　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　）

特記

事項



家計の

収支

状況

世帯として

家計

状況

国保税等の滞納があるようだが、本人も全体

を正確に把握できていない

月々入ってくるお金　（月額　 22～23万　円)

月々出ていくお金　　（月額　　　　　　　　　円)

健康

保険

■国民健康保険　　

障害

手帳等

■無　　　□有→□身体(　　　　　級)

□健康保険（国保以外） 　　　　　　　　　 　□知的（療育）(　　　　　)　

□加入していない　 　　　　　　　　　 　□精神(　　　　　級)



自立支援医療 　□利用　□利用せず

□障害者年金 □特別障害者手当

■児童手当　　　　　□児童扶養手当　　

□特別児童扶養手当　□住居確保給付金

□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

特記

事項



□住民税非課税世帯である 滞納 ■滞納あり　　　　□滞納なし

■住民税非課税世帯ではない 債務 ■債務あり　　　　□債務なし

□雇用保険  □老齢年金・遺族年金

生活

保護



課税

状況

公的

給付

（受給中）


[image: image5.emf]（４）職業・職歴等

①概況

②現在の職業

③過去の職歴　※現在に近い順に上から記載

④職業・職歴等の特記事項

直近の

離職後

年数

□6ヵ月未満　　　　□6ヵ月以上～1年未満　

資格・

技術

□自動車免許　　

□1年以上～2年未満　　　 □その他資格・技術

□2年以上　　　　　□仕事をしたことがない 　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□仕事を探したい/探している（現在無職） □高等専門学校    □短大

□仕事をしていない（仕事は探していない） □大学・大学院    □その他

　 →　□現在、就学中

就労

状況

　

最終学

歴等

□中学（高校未入学） □中学（高校中退）

□就労している ■高校（大学中退を含む） 　　

■就労しているが、転職先を探したい/探している

□特別支援学校（学級含む）　

□今後、就労予定（就労先決定済み） □専門学校・専修学校・各種学校

勤務年数 月収 賞与の有無・回数等 賞与（年間）

　　　　　年　　10　ヵ月 13万円 なし 万円

希望

職種等



職業 業務内容 雇用形態

パン屋での販売 接客や品出し、レジ打ち等 パート

勤務期間 雇用形態 月収 職業・業務内容

西暦　　　　　年　　　月～

　　西暦　　　　　年　　　月

　　　　年

　　　ヶ月



万円



西暦　　　　　年　　　月～

　　西暦　　　　　年　　　月

　　　　年

　　　ヶ月



万円



西暦　　　　　年　　　月～

　　西暦　　　　　年　　　月

　　　　年

　　　ヶ月



万円



現在はパン屋の他に、喫茶店の手伝い（月3万円）、スナックの手伝い（月3～4万円）をしている。


[image: image6.emf]（５）その他の特記事項

■緊急支援

□一時生活支援事業

<申込日>　　　　西暦　　　　　　年　　　　　　 月　　　　 日

支援期間　西暦　　　　年　　　　月　　　　日　～　西暦　　　　年　　　　月　　　　日

□生活福祉資金

　（　　　　　　　　　　資金）

<申込日>　　　　西暦　　  　　年　　　　　　　月　　　　　日

貸付期間　西暦　　　　年　　　　月～西暦　　　　年　　　　月　　　　ヵ月

貸付総額　　　 　　　円



緊急支援の必要性

■なし　　　　　□あり(具体的な状況：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

緊急支援の内容

□住居確保給付金

<申込日>　　　　西暦　　  　　年　　　　　　　月　　　　　日

給付期間　西暦　　　　年　　　　月～西暦　　　　年　　　　月　　　　ヵ月

給付額　　　 　　　円/月

その他緊急支援の実施状況



□その他の貸付

<申込日>　　　　西暦　　  　　年　　　　　　　月　　　　　日機関名：

貸付名称： 貸付総額　　　 　　　円

□食糧支援

　（フードバンク等）

<申込日>　　　　西暦　　  　　年　　　　　　　月　　　　　日

提供元機関： 提供食数　　　 　　　日分


[image: image7.emf]■アセスメント結果の整理と支援方針の検討

課題と

背景要因



課題のまと

め

と支援方針

（300字以内

で

整理）



※相談者に

関わる

課題と特性

□病気　　　　　□けが　　　　　 □障害（手帳有）　　　　□障害（疑い）　　　　　□自死企図

□その他メンタルヘルスの課題（うつ・不眠・不安・依存症・適応障害など）　

□住まい不安定　 　　　□ホームレス　　　　　　　■経済的困窮　　　　　　　　  ■（多重・過重）債務

■家計管理の課題　　  ■就職活動困難　　  　　□就職定着困難　 　　　　　　■生活習慣の乱れ

□社会的孤立（ニート・ひきこもりなどを含む） 　 ■家族関係・家族の問題 　 □介護　　　  □子育て

□不登校　　　■非行　　□中卒・高校中退　　    □ひとり親　  □DV・虐待　　□外国籍　　 □刑余者

□コミュニケーションが苦手　 　□本人の能力の課題（識字・言語・理解等）　 □被災

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


[image: image8.emf]■スクリーニング

初回

※スクリーニング実施日 西暦　2020年　×　月　×　日

※対応結果・方針

□１．情報提供や相談対応のみで終了

□２．他の制度や専門機関で対応が可能であり、つなぐ

　　　　(必要に応じて、事前連絡や同行支援を実施し、結果をフォローアップする)

　　　　(→つなぎ先の制度：　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

□３．現時点では本人同意はとれていないが、引き続き同意に向けて取り組む

■４．自立相談支援機関が継続支援し、プランを策定する

□地域若者サポートステーション □警察

□就労支援法人・団体（就労訓練事業を含む） □更生保護施設・自立準備ホーム

□一般企業 □地域生活定着支援センター

□５．スクリーニング判断前に中断・終了(連絡がとれない/転居等)

　対応結果・方針で２にチェックした場合のつなぎ先の機関　（あてはまるものすべてにチェック）

就

労

□ハローワーク

保

護

□福祉事務所（生活保護担当部署）

□職業訓練機関 □ホームレス支援機関

□就労準備支援機関 □一時保護施設

□各種協同組合（生協等）

生

活

・

金

銭

□行政の税担当部署

□農業者・農業団体 □行政の保険・年金担当部署（年金事務所含む）

医

療

□医療機関 □社会保険労務士

　（□医療機関の内、無料低額診療実施機関） □家計改善支援機関

□行政の保健担当部署 □食糧支援関係団体（フードバンク等）

障

害

□行政の障害担当部署 □小口貸付（生活福祉資金除く）

□基幹相談支援センター □社会福祉協議会（生活福祉資金）

□精神保健福祉センター □社会福祉協議会（日常生活自立支援事業）

□障害者就業・生活支援センター □成年後見人制度の支援機関

□障害者就労支援事業所 □法テラス・弁護士・司法書士

□その他障害者支援機関・施設 □

消費生活センター・消費生活相談窓口・多重債務者等相談窓口

高

齢

□行政の高齢担当部署

住

居

□行政の住宅施策担当部局（居住支援協議会）

□地域包括支援センター □居住支援法人

□居宅介護支援事業所・その他介護事業所 □不動産・保証関係会社

子

ど

も

・

人

権

□行政の子ども家庭担当部署

そ

の

他

□他地域の生活困窮者自立相談支援機関

□教育委員会 □民生委員・児童委員

□保育所・幼稚園・子ども園

□家庭児童相談室（福祉事務所） □町内会・自治会、福祉委員、近隣住民

□児童相談所・児童家庭支援センター □ライフライン民間事業者（電気・ガス・水道）

□児童福祉施設 □保健所（動物・ペットの多頭飼育等）

□外国人支援団体・相談窓口

□小・中・高（特別支援含む）学校 □ひきこもり支援機関

□大学等（高等専門学校、専修学校、各種学校含む）

□ＮＰＯ・ボランティア団体

□その他教育機関 □商店街・商工会等経済団体

□男女共同参画センター □その他１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□婦人相談所・配偶者暴力相談支援センター □その他２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□地域子育て支援センター

□社会福祉協議会（資金、日常生活自立支援以外）

□その他子育て支援機関 □その他行政の担当部署

□行政の人権担当部署 □家族・親族・その他キーパーソン


[image: image9.emf]特記事項

（関係機関名を残す場合はここに記載）



□４．自分のことを否定的に話すことはなく、肯定的に受け止めている。

「社会参加」

の段階

□１．社会・家族との接点を持たず、外出もままならない。

□２．限られた家族・支援者との関わりがある。

□３．家族・支援者以外にも、仕事・ボランティア・趣味等で、月１回から数回程度、

 　　　会う人と場がある。

■４．仕事・地域活動（ボランティア等）・趣味等で、週に数回以上定期的に会う

 　　　人と場がある。

※初回面談

時の状態像

「自立意欲」

の段階

□１．就労、家事、遊び、趣味、身の回りのこと等に対して意欲が持てない。

□２．遊び、趣味等の好きなことに対しては意欲がある。

□３．２に加え、就労や地域活動（ボランティア等）の社会参加に関心がある。

■４．就労や地域活動（ボランティア等）の社会参加を行おうとしている。または既に

 　　　行っている。

「自己肯定

感」の段階

□１．自分のことを否定し、受け入れられない。

□２．自分のことを否定的に話すことが多く、限られた家族・友人・支援者からしか認め

 　　　られていないと感じている。

■３．しばしば自分のことを否定的に話すが、自分の良い点を挙げることができる。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スクリーニング後

確認事項

生活保護へのつなぎ後の

状況（２週間程度、１ヶ月

以内に確認）

確認

先等

□同意のもと福祉事務所から　　　　　□本人から 確認日

□同意なく確認不能　　　　　□同意なく支援会議により

西暦　　　年　　月　　日

□生活保護を申請し、受給となった。

□生活保護を申請し、却下・取り下げとなった。

□生活保護は申請せず、相談のみとなった。

□生活保護担当部署へ相談していない。


[image: image10.emf]【2】付随シート(紙での使用)

■ジェノグラム（家族関係図）

■エコマップ(地域や周囲との関係性)



エコマップ 支援経過における変化



ID



氏名



家族関係図（□＝男性、○＝女性） 支援経過における変化


[image: image11.emf]□大学等（高等専門学校、専修学校、各種学校含む）

□ＮＰＯ・ボランティア団体

□その他教育機関 □商店街・商工会等経済団体

□男女共同参画センター □その他１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□婦人相談所・配偶者暴力相談支援センター □その他２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□地域子育て支援センター

□社会福祉協議会（資金、日常生活自立支援以外）

□その他子育て支援機関 □その他行政の担当部署

□行政の人権担当部署 □家族・親族・その他キーパーソン

高

齢

□行政の高齢担当部署

住

居

□行政の住宅施策担当部局（居住支援協議会）

□地域包括支援センター □居住支援法人

□居宅介護支援事業所・その他介護事業所 □不動産・保証関係会社

子

ど

も

・

人

権

□行政の子ども家庭担当部署

そ

の

他

□他地域の生活困窮者自立相談支援機関

□教育委員会 □民生委員・児童委員

□保育所・幼稚園・子ども園

□家庭児童相談室（福祉事務所） □町内会・自治会、福祉委員、近隣住民

□児童相談所・児童家庭支援センター □ライフライン民間事業者（電気・ガス・水道）

□児童福祉施設 □保健所（動物・ペットの多頭飼育等）

□外国人支援団体・相談窓口

□小・中・高（特別支援含む）学校 □ひきこもり支援機関

□社会保険労務士

　（□医療機関の内、無料低額診療実施機関） □家計改善支援機関

□行政の保健担当部署 □食糧支援関係団体（フードバンク等）

障

害

□行政の障害担当部署 □小口貸付（生活福祉資金除く）

□基幹相談支援センター □社会福祉協議会（生活福祉資金）

□精神保健福祉センター □社会福祉協議会（日常生活自立支援事業）

□障害者就業・生活支援センター □成年後見人制度の支援機関

□障害者就労支援事業所 □法テラス・弁護士・司法書士

□その他障害者支援機関・施設 □

消費生活センター・消費生活相談窓口・多重債務者等相談窓口

□一時保護施設

□地域若者サポートステーション □警察

□就労支援法人・団体（就労訓練事業を含む） □更生保護施設・自立準備ホーム

□一般企業 □地域生活定着支援センター

□４．自立相談支援機関が継続支援し、プランを策定する

□５．スクリーニング判断前に中断・終了(連絡がとれない/転居等)

　対応結果・方針で２にチェックした場合のつなぎ先の機関　（あてはまるものすべてにチェック）

就

労

□ハローワーク

保

護

□福祉事務所（生活保護担当部署）

□職業訓練機関 □ホームレス支援機関

□就労準備支援機関

□各種協同組合（生協等）

生

活

・

金

銭

□行政の税担当部署

□農業者・農業団体 □行政の保険・年金担当部署（年金事務所含む）

医

療

□医療機関

最新２回目以降

※スクリーニング実施日 西暦　　　　　年　　　　　月　　　　　日

※対応結果・方針

□１．情報提供や相談対応のみで終了

□２．他の制度や専門機関で対応が可能であり、つなぐ

　　　　(必要に応じて、事前連絡や同行支援を実施し、結果をフォローアップする)

□３．現時点では本人同意はとれていないが、引き続き同意に向けて取り組む

　　　　(→つなぎ先の制度：　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)


[image: image12.emf]■就労・増収者確認欄（継続支援（プラン作成）対象者以外）

注：相談後の状況が分かった場合に入力（任意）

特記事項

（関係機関名を残す場合はここに記載）



スクリーニング後

確認事項

生活保護へのつなぎ後の

状況（２週間程度、１ヶ月

以内に確認）

確認

先等

□同意のもと福祉事務所から　　　　　□本人から 確認日

□同意なく確認不能　　　　　□同意なく支援会議により

西暦　　　年　　月　　日

□生活保護を申請し、受給となった。

□生活保護を申請し、却下・取り下げとなった。

□生活保護は申請せず、相談のみとなった。

□生活保護担当部署へ相談していない。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

対応重要度 □A　　　　　□B　　　　　□C　　　　　□D

確認日 西暦　　　　　年　　　　　月　　　　　日

相談者の就労に関して

該当項目にチェック



（プラン作成対象者は不要）

□一般就労開始（障害者雇用、継続的・時限的就労含む）

　　（就労訓練や就労継続A、B型や就労移行支援等を除く）

□自営業等雇用外の就労開始

□就労収入増加

（雇用外を含む一般就労において、転職・勤務時間の増加等による増収）


[image: image1.emf]■アセスメント結果の整理と支援方針の検討

※相談者に

関わる

課題と特性

□病気　　　　　□けが　　　　　 □障害（手帳有）　　　　□障害（疑い）　　　　　□自死企図

□その他メンタルヘルスの課題（うつ・不眠・不安・依存症・適応障害など）　

□住まい不安定　 　　　□ホームレス　　　　　　　□経済的困窮　　　　　　　　  □（多重・過重）債務

□家計管理の課題　　  □就職活動困難　　  　　□就職定着困難　 　　　　　　□生活習慣の乱れ

□社会的孤立（ニート・ひきこもりなどを含む） 　 □家族関係・家族の問題 　 □介護　　　  □子育て

□不登校　　　□非行　　□中卒・高校中退　　    □ひとり親　  □DV・虐待　　□外国籍　　 □刑余者

□コミュニケーションが苦手　 　□本人の能力の課題（識字・言語・理解等）　 □被災

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

課題と

背景要因



課題の

まとめ

と支援方針

（300字以内

で整理）



　　インテーク・アセスメントシート（グループでのワーク用）


演習３
１．このプランを実行するために、どのように動きますか？

例）準備や段取り、想定しておく事態や展開、取り組みの順番
	


演習4
プラン開始後の展開
	時期
	自立相談支援の関わり
	本人・家族の変化

	
	
	本　人
	夫
	長　女
	長男

	H２７年６月

～

H２８年３月
	・弁護士相談へ同行して受任を見届け。

・本人をHWにつなぐ。

・家計相談を重ねて家計計画を立てる。

・長男の小学校と連絡を取り合い、本人の相談をフォロー。

・本人に同行して、就学援助等の手続きを支援する。

・長女を学習支援につなぐ。
	・ＨＷに登録。定期的に職業相談を受ける。

・長男の小学校に紹介されて、特別支援学校の教育相談につながる。

・パートを辞め、契約社員で就職する(手取り13万・社保加入)。
	・夫婦同行して弁護士に相談、契約。自己破産をする方向で債務整理がスタート。

・弁護士相談への同行をきっかけに、自立相談支援センターの訪問を受け入れるようになり、相談を申し込み。

・家計計画をもとに納税相談に出向く。

・長女の様子に刺激を受け、自分で週末の飲食店でのアルバイトを見つける。
	・学習支援に通うようになって仲間ができ、明るさを取り戻す。

・意欲が回復し、徐々に成績も上向きとなる。
	・小学校を特別支援学校のコーディネーターが訪問。長男の状態を見立て、授業の配慮を助言。

	H２８年４月

～

H２９年３月
	・夫をHWにつなぐ。

・以降、定期的に夫と面談。

・本人とは２～３か月に１回程度、やり取りを継続。

・長女の状況は、学校の担任と学習支援機関を通じて把握。

・長男が診断を受けて手帳を申請したことについて、本人から報告を受ける。

・夫の精神科受診に同行。

・夫が自立相談支援センターと面談し、「気持ちが焦っていた」とふりかえり。

・夫を体験就労につなぐ。
	・自治会の祭りの人手不足の話を聞く。夫に促して手伝いを申し出。家族で焼きそばの屋台を引き受ける。

・長男の受診に付き添って診断を聞く。

・就職して半年。契約更新され、勤続の見通しが立つ。
	・自己破産の申し立てが認められる。

・ＨＷ に登録。定期的に職業相談を受ける。

・シフト勤務をする妻の代わりに自治会の清掃やパトロール当番をこなすようになる。

・妻から長男が診断を受けたことを聞く。時々、長男のキャッチボールの相手をするようになる。

・清掃の仕事に契約社員で就職(手取り20万・社保加入)するが、交替勤務で生活リズムが崩れ、体調不良で休みがちになる。

・抑うつ症状が見られ、精神科を受診。医師から日勤をすすめられ、離職。定期的な通院と服薬で、症状は改善。

・体験就労の提案を受け入れ、始める。

・体験先の職場(福祉施設)の施設長より、パート就労(厨房・手取り12万)の話が提案される。
	・進学先が確定し、目標ができる。

・高校に合格。今後、学習支援のボランティアをしたいと話す。
	・普通級に在籍しながら、週２日、通級指導教室に通い始める。

・専門医を受診。ＡＤＨＤと軽度知的障害の診断を受け、児童相談所で療育手帳を申請する。

	H２９年４月

～

Ｈ３０年３月
	・本人から長女の状況について連絡を受ける。高校との連携を提案するが、長女が拒否。

・長女の学校で面談があると本人から報告。自立相談支援センターに関わってもらう前に、まずは家族で話し合ってみたいと言う。

・夫と話し合いができたと報告あり。面談にも同席してくれたようだ。

・フリースクールに通うために利用できる奨学金について情報提供したが、夫が増収のため転職する方針となった。

・夫が転職に向けての活動を始めたことの報告あり。就職活動は自分でHWに行って相談しているとのこと。

・夫が給食センターに正社員で就職が決まったと報告あり。長女の学費の工面の見通しも立ったようだ。
	・就労は順調に経過。「わずかでも蓄えられるようになった」とのこと。

・長女の今後について相談したいと学校から「保護者も交えて話をしたい」という。

・これを機に「夫婦でしっかり子どもたちと向き合いたい」と、夫に相談してみることに。

・長男の運動会に夫婦で参加。夫婦で交代で学校への送りを始める。

・長女を交えて学校で面談。「夫はほとんど黙ったままだったが、それでも、とても心強く感じた」と話す。
・知人にフリースクールの話をきいた。長女に提案すると興味を持ったようだが費用面で不安がある。

・費用のことは夫が「なんとかする」と言ってくれた。学校での面談以降、夫と娘の会話が増えたようだ。
	・「思ったほどの給料ではない」とはいうものの、「やれそうな仕事なので続けてみる」とのこと。

・妻から「里美の進路について話し合いたい。このままだと将太にも影響してしまう」と提案があった。これまで子どものことは妻に任せきりだったと反省。「父親としてできることをしたい」と考える。

・仕事を休んで、長女の高校で面談。なにを言っていいか分からず担任と妻の会話を聞いていた。帰りに３人で外食をした。和やかな雰囲気だった。

・少年野球のコーチをしている高校の同級生に連絡。長男を連れて練習に参加するようになる。

・長女のフリースクールにかかる費用を工面するために転職を決意。自分で就職活動をしてみるつもりとのこと。

・給食センターの調理の仕事が決まった。給料は１８万円程度だが、正社員の採用で仕事開始は４月から。「娘といっしょにスタートが切れると思うとうれしい気持ちになった」と話す。
	・高校に入学したが、遅刻・欠席が徐々に増え、２学期からまったく登校しなくなる。学校から、このままでは進級できないと言われる。

・「中学の同級生ばかりの地元の高校にはもう行きたくない、学校を辞めたい」と話す。

・フリースクールに見学に行った。興味があったお菓子作りを学べるようだ。「こんな学校だったら通えるかもしれない」

・高校を退学し、４月からはフリースクールに通うことを決める。
	・中学で特別支援学級に在籍。障害の重い同級生が多く、なかなか馴染めない。

・姉を真似て、「俺も学校に行かない」と言い出し、姉とケンカになる。

・毎朝、両親に促されて学校に登校する。友だちができ、笑顔が増えてくる。

・父親と一緒に少年野球の練習に参加。登校渋りもなくなる。

・少年野球の試合でボールボーイを頼まれ、父親に手伝ってもらいながら役割をこなすようになる。

	H３０年４月

～
	・自宅を訪問する。本人、長女、長男が出迎え。家の中は整頓され、見違えるよう。キッチンでは長女がケーキを作っていた。「今日はお父さんの誕生日だから、びっくりさせようと思って」と照れながら話してくれた。
	・就労は順調に継続。

・家族と過ごす時間が増え、「家の中が以前のような明るさを取り戻した」と嬉しそうに話す。
	・給食センターの仕事に就いて６ヵ月が経過する。女性ばかりの職場で頼られることも多い。「大変だけど、性に合っている」と話す。
	・学校にはすぐになじんだ。何人かの友人もでき、生活が落ち着いてきた。

・近所のケーキ屋でアルバイトを始めた。
	・初めて代走で試合に出る。


１．あなたは、事例のどの部分に注目して「終結」とみなしましたか？
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